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高校への接続や生涯にわ

たってスポーツに親しむ

力を養わせていくため

に、生徒が自主的に教え

あったり、支えあったり

することができるような

活動の場を工夫してい

く。また、より発展的な

知識・技能の獲得を目指

し、課題に応じた活動の

場を設定したり、工夫し

たりしていく。

　課題を明示して、計画

的に作品作りに取り組め

るような授業を展開す

る。情報処理関係の授業

を充実させ、ネット社会

でのモラルの大切さを理

解させる。

　自分の生活や家族につ

いて、課題を見つけ工夫

させ、幼児の生活の発展

に応じて必要な条件を学

ばせる。「子供のおも

ちゃ」の構想、制作を通

単元ごとに目標を設定

し、生徒自らが見通し

と目的意識を持って言

語活動を行い、必要な

表現を習得していける

ようにする。また、パ

フォーマンステストの

評価基準を明確にし、

各々が学びを実感でき

るようにする。

年間指導計画に沿って

題材を選択し、ペア・

班で意見交換を行い、

また赤ちゃんプロジェ

クトなどの体験を通し

て、自己理解・他者理

解を深めていく。振り

返りを丁寧に行い、多

面的・多角的に考え、

社会と自己の関わりを

深めるような場を設け

生徒自らがどのような力

を身に着けていけばよい

かを考え、自らその力の

獲得に向けた授業内での

取り組み方を工夫できる

よう課題を設定してい

く。また、身に着けた知

識・技能をどのような場

面で生かすことができる

かを例示も交えながら提

示し、より単元のねらい

に迫った活動ができるよ

今日的な課題としてエネ

ルギー関係についての知

識を深め、模型を活用し

た課題解決がたのグルー

プワークを行う。

衣服を買うときの知識を

持たせ、日常着の手入れ

の仕方を自分で選択でき

るようにさせる。快適に

住むための条件や手入れ

の仕方を指導し、生活を

豊かにする作品を制作さ

単元ごとにどのような

力をつけていきたいか

を明確にし、練習量を

確保しながら、学び方

を提示する。自分で考

え、それを分かち合う

時間を設け、自己表現

の場をさらに増やして

いく。

年間指導計画に沿って

題材を選択し、班で意

見交換を行い、自己理

解・他者理解を深めて

いく。振り返りを丁寧

に行い、今後も多面

的・多角的に考えられ

るような場を多く設け

ていきたい。

いまだ基本的な漢字・語句の意

味等、国語常識が不足している

生徒が多い。文章を読みつつ、

漢字テストなどの指導を通し

て、基本知識の徹底を図りた

い。ま自分で考え、それを言葉

にすることの、苦手意識は少な

くなった。ただし、、まだ言葉

を丁寧に表現し、相手に伝える

意識が乏しい。引き続き個人

ワーク、グループワーク等を通

して思考力表現力を高めたい。

感想、読み取り、思考

等色々な場面での短い

文章を書かせる場面を

増やし、時間の許す限

り文章作成のトレーニ

ングを行う。また、時

事問題の提示をして、

それについて考えさ

せ、文章にまとめる作

業などを指導してい

く。

関数や図形単元ではデ

ジタル教科書を活用

し、視覚的に理解でき

るようにしていく。

また習熟度別少人数授

業での利点を活かし、

授業中にできる限り個

別支援を行っていく。

テスト前の質問教室や

長期休業中の補習を充

実させる。

実験・観察結果から考察

を導くことが困難な生徒

に対して、言語活動を増

やしたり、話し合いなが

ら考えをまとめる活動を

取り入れる。これは、国

語力なども必要であり、

小学校からの積み重ねが

不可欠である。主体的に

授業に参加することは、

評価だけでなく、日頃の

成果につながるという実

感を持たせることが大切

鑑賞では、多様な音楽

表現や音楽文化に触

れ、作曲者の意図や作

品の背景を読み取る活

動を行う。表現の活動

では、自分の意図を

もって表現の工夫をし

たり、生徒主体の音楽

活動の場面を設定した

りし、自分たちで音楽

表現を高める経験を積

構想を練るときに、

様々な角度からイメー

ジを膨らませてから表

現できるように、生徒

同士の意見交換の場を

設けたりしながら、言

葉によるイメージの具

現化から制作に入る活

動を増やす。

　また、制作後の鑑賞

活動も充実させる。

1時間ごとの目標を明確に

することや単元の目標を

より明確に示し、見通し

を持った学習を工夫して

いく。また、仲間と支え

あって活動する経験を増

やし、苦手なものにも取

り組める力を養わせてい

く。さらに、段階的な指

導を通して、確実な知

識・技能の習得を目指し

ていく。

１時間ごとの目標を明確

にする。また、技能向上

のために、個別指導を充

実させる。基礎的基本的

な知識と技能の定着を図

り、安全な道具、機器の

使用方法を指導する。

　食品の選択や調理のし

かたと資源や環境とのか

かわりや地域の食文化な

ど、身近なものから興味

を持たせ、理解させると

ともに、授業の取り組み

単元ごとに技能領域を絞

り込み、指導目標・言語

活動・評価の整合性が図

られた授業を行う。特

に、話すことの「やり取

り」では、ペア活動を多

く取り入れ、目的・場

面・状況を明確にした上

で、思考・判断・表現さ

せる取組を増やしていき

たい。

年間指導計画に沿って

題材を選択し、意見交

等を通して考えをより

深めたい。道徳の時間

を使って、判断力の成

長につなげていく。そ

のためにも、普段の行

動で振り返ることがで

きるような学習活動を

意識させる。また、

ローテーション授業や

ＩＣＴ活用も実践して
基本的な漢字・語句の意味等、

国語常識が不足している生徒が

多い。じっくり文章を読みつ

つ、基本知識の徹底を図りた

い。また、自分で考え、それを

言葉にする、書くというのを苦

手とする生徒も多い。個人ワー

ク、グループワーク等、アク

ティブに自分の考えを提示する

機会を増やし、考えて言葉にす

る力を養いたい。

思考・判断・表現に関

しては、授業形態、発

問を工夫し、知識を活

用する機会を継続して

行う。また、資料の読

み取り、それを用いて

仲間との対話を増や

し、 問題を解く過程

で多角的・多面的に思

考できるよう工夫し指

習熟度別少人数授業の利

点を生かし、授業ごとに

設定したスモールステッ

プでの目標達成を積み重

ねることによって、各ク

ラスごとに設定した大き

な目標達成を目指す。計

算コンテストなどを通し

て達成感を味わうこと

で、自信を介させ意欲を

高める。

授業で基本的な計算力

や、問題を読み取る力を

つけることは困難であ

る。放課後等を利用し、

個々に対応した学習教室

を開くなどしないと解決

できないと考える。また,

学校では対応困難な観

察・実験についてはICTの

活用を進めていく。

音楽から聴き取ったこ

とや感じ取ったことを

自分なりに言葉で表す

活動を実践する。曲想

を表す言葉を提示する

他に、ペアやグループ

活動を行う中で、友達

の言語表現に触れ、自

己の表現を豊かにして

いくことができるよう

取り組んだことがすぐ

結果として見える課題

を用意し、段階的に技

能が身に付いていくよ

うに工夫をする。

　完成までの道のりの

全体像をつかませなが

ら、途中の段階の小さ

な目標を設定し、支援

をする。

保健体育 技術・家庭 外国語 道徳
ひらがなを含めて字を

正しく書くことができ

ない生徒が多いので、

繰り返し練習させ、基

礎基本からしっかりと

身につけさせる。一人

でじっくりと考えるこ

とが苦手な生徒も多い

ので、課題を設定し、

ペア、グループ等で考

えさせる授業を増やし

ていく。

思考・判断・表現に関

しては、授業形態、発

問を工夫し、知識を活

用する機会を継続して

行う。また、資料の読

み取り、それを用いて

仲間との対話を増や

し、 問題を解く過程

で多角的・多面的に思

考できるよう工夫し指

導していく。

習熟度に合った授業展開

を試みて行く。基礎・標

準・発展それぞれ授業の

目標を明確にし、振り返

りを行いながら進めてい

く。また、反復演習をし

ながら、小テスト・定期

テストなどを目標に生徒

に自信をつけさせ、家庭

学習の習慣の定着と学習

意欲を高めていきたい。

小学校で前向きに取り組

んでいた流れで、全体的

な雰囲気はよく、発言も

多い。導入の段階で思考

させる機会をふやし、授

業での目的意識を高める

ことを進めていく。ま

た、実験を実施する際、

必要な道具、操作を考え

させる時間をとり、主体

的に参加して学習内容の

理解を深める。

音楽の基礎的な知識を

身に付けさせるため、

表現と鑑賞の活動を通

して、共通事項を取り

上げて繰り返し指導し

ていく。そして、それ

を生かして表現を工夫

する活動を行い、実感

を伴った理解を促す。

１時間ごとの目標を明

確にする。また、技能

向上のために、個別指

導を充実させる。発想

力を高めるために、ク

ロッキー帳を活用し

て、アイディアスケッ

チを工夫させる。

　鑑賞タイムを設け、

言語活動を取り入れる

ことで、言葉で表す力

も高めたい。

国語 社会 数学 理科 音楽 美術

（３）　その他の資料を活用した分析

活用した資料名及び分析結果

新体力テストの結果を活用し体力の向上に向けて取り組み、生涯にわたって運動に親しむ資質、能力を育ませていく。

全体として基礎学力の定着不足が課題である。その大きな要因として、学習習慣の確立や家庭学習の習慣化が十分ではない点が課題としてあげら

れる。授業以外での自主的な学習が習慣化していないために、学習の成果がつながらず、基礎的な学力も定着しにくい状況になっていると考え

られる。その結果、発展的な内容にも対応が難しくなり、教科そのものに興味を失ってしまうという流れが懸念される。基礎学力を定着させる

ために、興味・関心を持続させ、授業以外の場面でも自主的・主体的な学習に取り組ませることで、学習状況の改善だけでなく学力向上にもつ

ながっていくと考える。

①毎時間の授業は「本時のねらい」の明示とまとめでの「振り返り」を実施する。

②課題解決型の授業など、常に「考えさせる」授業を実践し、生徒に「一人で考えさせる」時間を確保して、思考力・判断力・表現力を身につ

けさせていく。

③表現活動を重視し、ペア学習、グループ学習等、協働授業を実践する。

5　各教科における授業改善の方策

学力・学習状況調査の分析 生活習慣や学習習慣に関する質問紙調査の分析 学習に対する意識や取り組む意欲に関して課題が多いことがわか

る。特に家庭学習や反復練習に対して実践が不足していると思われ

る。そのため、思うように定着が図れず、生徒自身の学習意欲が

高まっていかないという循環が予想される。また、教科の学習に

興味を持っていても、理解に至るまでの過程を大事にできない面

もうかがえる。すぐに結果を求めてしまい、それが思うようにい

かないと関心が薄れてしまう傾向があるかもしれない。全体とし

て、学習に向き合う気持ちが育ちきっていないと考える。

「漢字を読む」ことはできても「漢字を書く」力が弱いのは今の時代の

子供たちの典型であると感じる。また、「文章を書く」ことが苦手な生

徒が多い。朝読書の時間を通して、正しい文章に触れることと、日常の

場面で漢字を使わせることを意識させたい。その上で「文章の読み取

り」等の「考える授業」が展開できると考える。数学では、「正の数・

負の数」「文字式」「一次方程式」という、計算の基礎が定着していな

い生徒が多い。また、「一次関数」のような、事象を多角的にとらえる

ことが必要な分野を苦手とする生徒が多く、「考える授業」の充実を図

りたいと考える。

国語では古典における歴史的仮名遣いを読めないな

ど、領域によっては未学習の部分があると思われ

る。数学では図形について基本的な事項が定着してい

ない生徒が多いい。全体的にみて、記述式の問題で

の正答率が低いのだが、そもそも回答しない生徒が

多く、自分の考えをもとに、筋道を立てて文章を書

いていく習慣をつける授業の工夫が必要である。

食事や就寝、起床時間はおおむね良好であると

思われる。家庭学習時間や読書時間に不足が認

められる。家庭にある図書の量が少なく、図書

館等の利用が少ないためと思われる。塾等での

学習時間に差異は感じられないが、普段の授業

の復習や予習にかける家庭での学習時間の確保

が必要である。

令和５年度　授業改善推進プラン　 清瀬市立清瀬第三中学校

対話的、主体的な深い学びの実現（主体的な生徒の学び、教師の学びの充実）を目指し、「教える授業」から「考える授業」へ。

（１）「全国学力・学習状況調査」の分析（中学校３年生） （２）東京都「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の分析 （３）　清瀬市「学力調査」の分析

【授業改善推進プランの活用法】

①「１ 学校として目指す授業」を設定する。

※学校経営方針との関連を確認すること。

②「１ 学校として目指す授業」に関する各種調査の特徴的な課題を「２ 生徒

の現状」に，まとめる。

③「２ 生徒の現状」を基に，学校全体の課題を焦点化して，「３ 生徒の学

力・学習状況等の課題」にまとめる。

④「３ 生徒の学力・学習状況等の課題」を基に，「４ 学校全体の授業改善の

視点」を設定する。

⑤「４ 学校全体の授業改善の視点」を基に、「５ 各教科における授業改善の

方策」を設定する。 → 教育指導課へ提出する。

⑥12月末に実施状況を評価し、３学期以降の指導に生かす。


